
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） ７名 （回答者数） ５名

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 26 （回答者数） 21

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

季節の行事やイベントは継続して行っていく。利

用児の成長・発達に合わせた難易度や設定を考え

て計画していく

2
引き続き一人ひとりに寄り添いながら支援してい

く

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

新規利用希望者の方には、見学及び待機登録をし

てもらい、空き状況に応じて順番に連絡をしてい

く

2

3

療育に力を入れている
外出、レクリエーション、お誕生日会、ハロウィ

ン、クリスマスのイベントを行っている

ご家族と情報共有を密にとっている

活動時に写真を撮ってご家族に送ったり、利用児の

体調等小さな変化でもお伝えするよう心がけてい

る。ご家族からの相談事がある場合は可能な限り迅

速に対応している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

新規利用児の曜日指定での受け入れが難しい
多くの見学や新規申し込みをいただくが、日によっ

ていっぱいの為お断りする事がある

令和8年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもデイサービスさくら

○保護者評価実施期間
令和8年2月10日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


